
◉ 「特集」のテーマ（2025年１月号～ 2025年12月号）
2025年１月号 ― 令和７年国勢調査への期待－実施年の幕開け－
　　　２月号 ― 社会保障分野のEBPM
　　　３月号 ― これからの農林統計の展望
　　　４月号 ― 国際貿易（1）貿易構造の変化と課題
　　　５月号 ― 国際貿易（2）経済・食料安全保障の観点
　　　６月号 ― わが国のコーポレート・ガバナンス
　　　７月号 ― 令和７年国勢調査の意義と役割
　　　８月号 ― 行政情報のミクロデータ研究
　　　９月号 ― 税務情報のミクロデータ分析
　　　10月号 ― 公的統計のミクロデータ研究
　　　11月号 ― 加速する少子化
　　　12月号 ― 日本発の統計的方法

（注）「特集」のテーマは、社会経済の動向により見直す場合もあります。

◉ 連　載
• 国際統計制度とは何か
　…2021年１月号から隔月

2025年３月号まで連載
• 高校における統計・データサイエ
ンス教育の最前線

　…2021年７月号～毎月12月号まで
　　2023年１月号～毎月７月号まで
　　2024年３月号～

2025年２月号まで連載
• 2025 SNAの最前線
　…2023年４月号から隔月

2024年２月号まで連載
• データサイエンスの産官学連携
　…2025年４月号から毎月
• 労働力調査の80年
　…2025年４月号から毎月
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・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

論考・論文
　　・アンコンシャス・バイアスの払拭における国勢調査の役割
　　・国勢調査の未提出をいかに減らすか－未来を見据えたロードマップの提案－
　　・令和７年国勢調査の実施に向けた総務省統計局の取組
　　・令和７年国勢調査に向けた東京都の取組
　　・令和７年国勢調査の実施に向けた横浜市の取組
統計ウォッチング
　　・世界と日本の人口動向
統計寸評
　　・ごみデータをごみにしないために
連　載
　　・滋賀大学宇におけるデータサイエンスの産官学連携（4）
　　　　　　－安心・安全なクルマ社会を目指して－
　　・労働力調査の80年（4）　－調査では何を把握しているのか－
統計利活用コーナー
　　・統計データ分析コンペティション2024受賞論文　高校生の部　統計数理賞
英国王立統計学会機関誌Significanceから
　　・Paul Hewson、Jon FarrKenneth Menglin Lee 著
　　　　　　　　　　　　　“Should older people be allowed to drive?”抄訳と解説
書　評
　　・天野馨南子 著『まちがいだらけの少子化対策：激減する婚姻数になぜ向き合わないのか』

―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―

◆ ７月号の予定 ◆

令和７年国勢調査の調査期日まで残り100日を切り、調査実施が間近に迫りつつあ
る中、この特集では、国勢調査の意義や役割を踏まえた有識者の論考を御紹介する
とともに、調査実施に向けた総務省統計局、東京都、横浜市それぞれの取組につい
て御紹介する。
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